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官民連携事業の推進のための地方ブロックプラットフォーム 

「サウンディング」 

案件登録様式 

 

■ 記入票    

項目 記入欄 

１．サウンディング情報  

①団体名 丹波市 

②事業名 旧柏原支所庁舎の利活用について 

③本事業の現在の検討ス

テージ 

以下の中から本案件の検討ステージを選択してください。 

1.事業発案 

2.事業化検討 

3.事業者選定 

4.その他（                     ） 

 

 令和２年４月、支所機能の移転に伴い普通財産となった「旧柏

原支所庁舎」は、昭和 10 年に建設されたものであり、その趣は

昭和初期の面影を色濃く残した、文化的価値の高い建造物として

知られている。 

現在は空き施設となっており、短期的（暫定的）利活用として

観光客、地元住民や高校生の休憩の場、学習の場としているが、

長期的（恒久的）には当施設を活用して地域活性化を図れないか

と考えている。ただし、検討が始まって間がないため、具体的な

ことは何も決まっていない。 

また、暫定利用の期間はできるだけ短期間としたいので、令和

３年度の夏頃までには一定の方向性を見出したいと考えている。 

④サウンディングの目的  地元住民で組織された検討委員会において、利活用のアイデア

を出し合い、地元意見を集約してもらうことになっている。 

市としては、地元意見を最大限尊重する方針とはしているが、

その前段として、①市場性の把握、②地元意見の参考となるよう

な民間事業者の活用アイデアを求めたい。 

なお、市の考えとして、直営での施設運営や市が多額の費用負

担を行うことは考えていない（改修費用等） 

⑤民間事業者に対する質

問事項 

周辺には、県天然記念物として指定された推定樹齢 1000 年の

大ケヤキが自然の橋梁を形づくっている「木の根橋」、明智光秀の

丹波攻めにより焼失したが、豊臣秀吉により再建された国重要文

化財の柏原八幡神社、江戸中期の造営ではあるが、安土桃山時代

の建築様式を色濃く反映した国指定史跡の柏原藩陣屋跡表御殿な



ど、観光資源に恵まれた地域である（柏原地域の年間観光客数は

約８万人以上） 

 地元での検討組織が立ち上がって間がないため、地元の意向は

確認できていないが、市としては歴史的建造物である当施設を活

かした地域活性化ができないかと考えている。 

 

□施設自体、また立地のポテンシャルをお尋ねしたい。 

□関心を示していただけるような業種はどのようなものが考えら

れるかお尋ねしたい。また、１社（１業種）のみで活用する方

がよいのか複数が入居する方がよいのかも合わせてお尋ねした

い。 

□仮に関心をお示しいただく民間事業者がおられた場合、貸付を

希望されるか、譲渡を希望されるか、どちらの可能性が高いと

思われるかお尋ねしたい。 

□官民連携手法としてどのような手法が想定され得るか、また、

どの手法が適しているかについて提案いただきたい。 

④対話を希望する業種 

※該当する番号に○（複数可） 

 

1.設計    2.建設    3.不動産     

4.金融機関    5.維持管理    6.コンサル     

7.運営（          ） 

8.その他（          ） 

２．事業概要  

（１）基本情報  

①事業の種類 

※該当する番号に○（複数可） 

1.新設    2.建替え    3.改修   4.維持管理・運営 

5.その他（             ） 

②想定する事業の手法 

※該当する番号に○（複数可） 

1.サービス購入型   2.収益型   3.混合型 

4.公的不動産の利活用   ５.包括的民間委託 

6.指定管理者制度   ７.コンセッション 

８.その他（             ） 

③事業内容 旧柏原支所庁舎を活用した地域活性化事業 

 

④現状及び課題 ・当施設は、平成 29 年 11 月に丹波市観光拠点整備懇話会から

「観光拠点」とする提言を受けた。その後、観光拠点に宿泊機能

を付加する案が追加され、最終的には、「１階と２階を改修し５室

のホテルとする。観光コンシェルジュ機能はホテルロビーに設置

する」ということが決まった。 

 この案をもって、住民説明や議会説明を行ってきたが、最終的

には令和元年７月議会で同意を得ることができず、ホテル化計画

のリセット、新たな活用を模索することとなった。 

・これまでの経過から、市から活用方法を提案するのではなく、

地元から意見やアイデアといった活用方法を出していただく方針

としている。 



・合併前の旧町の中心地に位置するシンボル的な建物であるた

め、どのような利活用をするべきか、地元の関心が高い。 

・築 85 年を経過しているが、耐震改修工事は完了している。 

⑤前提条件 

 

・建物の外観、内観の意匠を保存してください。 

・用途変更に伴う工事費用等は、事業者負担でお願いします。 

・提案内容によっては、譲渡も検討いたします。 

・対象施設に隣接する東庁舎（ＲＣ２階建、511 ㎡）あり。提案

内容によっては、複合的に活用することも可能です。 

⑥事業スケジュール（予

定） 

令和３年８月   利活用の方向性決定 

令和３年秋以降～ 民間事業者の募集 

令和４年春以降  施設オープン       ※全て不確定 

（２）対象地  

①所在地（交通情報含む） 兵庫県丹波市柏原町柏原１番地 

電車：JR 福知山線 JR 柏原駅から 0.4 ㎞（徒歩６分） 

車：舞鶴若狭自動車道 春日 IC から 10.0 ㎞（約 16 分） 

北近畿豊岡自動車道 氷上 IC から 5.8 ㎞（約 12 分） 

②敷地面積 1,595 ㎡ 

③土地利用上の制約 都市計画区域（用途地域は無指定）、建蔽率 70％・容積率 200％ 

④所有者 丹波市 

⑤周辺施設等 1km 圏内にある主な施設（「別紙１」参照） 

［市所有］ 

柏原住民センター（住民センター、図書館、体育館、支所）、崇広

小学校、柏原中学校、歴史民俗資料館、柏原藩陣屋跡（国指定）、

大手会館（県指定） 

［他団体所有］ 

柏原高等学校、兵庫県丹波県民局、丹波の森公苑、神戸地方法務

局柏原支局、柏原税務署、神戸地方裁判所柏原支部 

［民間所有］ 

柏原八幡神社、JR 柏原駅、柏原郵便局、金融機関（３行） 

 

⑥対象地周辺の環境 ①合併前の旧柏原町の中心地であり、国の出先機関や県民局等が

集中する行政拠点であることから、まちづくりビジョンでは「行

政ゾーン」と位置付けている。 

②市内唯一の城下町として栄え、歴史・文化に関するシンボル的

な地域となっている。 

 

⑦その他 

(上記項目以外の情報、特徴、

留意すべきこと等） 

令和元年度に、県立丹波医療センターの開設に伴い、エリア内に

あった柏原赤十字病院が転院した。 

敷地横に、県天然記念物として指定された推定樹齢 1000 年の大

ケヤキが自然の橋梁を形づくっている「木の根橋」があり、まち

のシンボルとなっている。 



（３）対象施設   

（3）-1．建物 既存 整備後（予定） 

①施設名称 Ａ：旧柏原支所庁舎 

B：屋外トイレ 

 

②施設の延床面積 A：約 541 ㎡ 

B：約 23 ㎡ 

 

③建物の構成（構造、階数） A：木造 ２階建 

B：RC 造 平屋建 

 

④主な施設の内容、導入機

能 

事務室、会議室 

 

 

⑤運営状況 

(運営主体、事業手法 

等） 

現在は、住民・観光客の休憩ス

ペース、高校生の学習スペース

として利用中。管理は地元自治

協議期に委託。 

 

⑥その他 

(上記項目以外の情報、 

特徴、留意すべきこと等） 

  

（3）-2．インフラ系 

（上下水道、道路等） 
既存 整備後（予定） 

①施設名称   

②規模、能力 等   

③運営状況 

(運営主体、事業手法 等） 

  

④その他 

(上記項目以外の情報、 

特徴、留意すべきこと等） 

  

 

■参加予定形式 

本取組は、現地会場及び Web 会議（Zoom 予定）を併用した開催を予定しています。 

相談自治体の参加予定形式 １ 現地会場で参加する 

２ Web 会議で参加する 

※今後の状況の変化に応じて、相談自治体の参加予定形式については変更となる場合があります。 

 

■ 添付資料 

 資料１-１ 計画地の位置図 

 資料１-２ 丹波市全図 

 資料２-１  敷地図 

 資料２-２ 施設平面図 

 資料３   現況の写真 

 資料４   人口、年代別人口構成 


